
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

予
算
額

前年度繰越

1,673

0 0 0 0

■ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

（該当事業終了）

目標に対
する成果
の状況

県外視察を含め５回の検討会議を開催し、平成27年11月に「県立武道館基本構想検討会議報告書」を提出。

 概算事業費（B（A）+C） 0 0 4,538 0

0 3,310

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　　分（単位：千円） 25年度 26年度

Aの
財源

0 1,673

概　算
人件費

0.40

0

1,228

0

1,673

合計（A) 0 0

27年度 28年度

当初予算

補正予算

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H27事業実績
H27 H28

（当初） （決算） （当初）

検討会議の開催 直接
県立武道館基本構想検討会議を５回開催（県立武道館の機
能・規模・運用方法等を検討、武道館の視察）

1,673 1,228 -

県が関与
する理由

県でなければ実施不可（その他）
【左記の説明、根拠法令等】

県立武道館基本構想検討会議設置要綱

課・室 スポーツ課

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail sports-ka@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
7-3 生涯を通じた学びと文化・スポーツに親しむ環境づくり

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 検討中

0

本県における武道振興の中核的拠点となる県立武道館の建設に向け、その機能、規模及び運用方法等を検討する。

・都道府県立武道館（屋内の武道施設で主道場又は柔道場・剣道場を備えているもの）は、43都道府県で設置されている。（未設置：福島県、新
潟県、長野県、京都府）
・市町村立武道施設はあるが、規模が小さかったり、観客席がなかったりする等、大規模な大会を開催できない。また、県内武道団体の拠点がな
いため、日本武道館からの講師派遣等を受け入れる窓口がない。普通の体育館の床は硬く、その上での練習は、成長過程にある子どもたちに
とってはあまりいい状況ではない。
・平成26年度、「武道振興施設のあり方検討会」において武道を振興するための施設のあり方を検討し、「武道振興の中核的拠点となる県立武道
館が必要である」とする報告書が提出された（H27.1.13）。

成果目標の達成状況

項目

事業番号 15 09 15 事業改善シート （27年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 県立武道館基本構想検討事業費 担
当
課

部局 教育委員会事務局

3 スポーツの振興 実施期間 Ｈ27 ～ H27

有識者による検討会議を開催し、県立武道館の機能、規模及び運用方法等を検討する。

Ｈ27 H28
目標

H26末
（実績） 目標 成果 達成状況

合計 1,673 1,228


